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1,500 人 会員増強運動

月刊

灯
篭
と
雪
吊
り
で
有
名
な
兼
六
園
、
加
賀
藩
歴
代
藩
主
が
想
い
と

共
に
築
き
あ
げ
た
日
本
三
大
庭
園
の
ひ
と
つ
で
あ
る

江
戸
時
代
の
平
和
で
優
雅
な
様
が
し
の
ば
れ
る

ま
だ
雪
の
残
る
北
陸
路

友
と
交
わ
す
雪
見
酒
は
心
に
沁
み
る
美
酒
で
あ
っ
た

「金沢　兼六園」　　　写真と文　田中　積氏（用海校区）

　

庭
の
ペ
ン
タ
ス
が

昨
夏
の
猛
暑
に
も
負

け
ず
、
白
や
赤
の
可

憐
な
花
を
咲
か
せ
続

け
て
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。
元
来
、

熱
帯
の
花
な
の
で
暑
さ
に
は
強
い
が
耐

寒
性
は
低
い
。
12
月
に
入
っ
て
も
気
温

が
高
め
だ
っ
た
ゆ
え
か
、
未
だ
枯
れ
ず

に
頑
張
っ
て
咲
き
、
シ
ク
ラ
メ
ン
と
並

ん
で
美
し
さ
を
張
り
合
っ
て
い
る
。
花

言
葉
は「
願
い
ご
と
」「
希
望
が
か
な
う
」

と
か
。
▼
嬉
し
さ
を
感
じ
た
の
は
、
夏

蜜
柑
の
木
が
果
実
を
つ
け
た
こ
と
で
あ

る
。
一
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
実
を
つ
け
な

か
っ
た
の
で
心
配
し
て
い
た
が
、
隔
年

で
実
を
つ
け
る
と
聞
い
た
と
お
り
の
結

果
に
な
っ
た
。
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
も

心
が
豊
か
に
な
る
も
の
だ
な
と
、
感
慨

を
新
た
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
▼
昨
今

の
世
の
中
は
次
々
と
良
く
な
い
出
来
事

が
起
こ
り
、
暗
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と

が
多
い
。
願
い
が
か
な
う
な
ら
ば
、
平

和
で
穏
や
か
な
世
界
が
実
現
し
て
ほ
し

い
も
の
だ
が
、
な
か
な
か
「
日
日
是
好

日
」
と
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
▼

多
く
の
人
々
が
、
小
さ
く
て
も
幸
せ
を

感
じ
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。　
　
　
　
　
　
　
（
安
井　

荒
木
）



西宮いきいきクラブニュース 第 265 号（2） 令和 6 年（2024 年）2・3 月号

２・３・４月の行事予定

2 月 1 日㈭ 文化教養部委員会 13：30
2日㈮、9日㈮、16日㈮

カラオケ教室 13：30
14日㈬ 三役会 10：00

理事会 13：30
西宮市との協議 15：00

21日㈬ 女性部委員会  13：30
26日㈪ 県老連評議員会（神戸） 13：30
28日㈬ 広報部委員会 13：30

3 月 6 日㈬ 阪神南ブロック連絡協議会 10：00
13日㈬ 三役会 10：00

理事会 13：30
プロジェクト会議 15：00

27日㈬ うたごえ喫茶 13：30

4 月10日㈬ 三役会 10：00
理事会 13：30
プロジェクト会議 15：00

17日㈬ 臨時三役会 10：00
24日㈬ 決算監査会 10：00

◆
市
老
連
理
事
会
（
1
／
12
）

【
議
案
事
項
】

•
社
員
総
会
の
日
程
及
び
会
場
に
つい
て

　

令
和
6
年
5
月
22
日
㈬
午
後
1
時

　

勤
労
会
館
ホ
ー
ル　

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•
L
版
「
い
ぶ
き
」
76
号・月
刊
「
い
ぶ
き
」

　

第
2
6
4
号
1
月
号　

発
送
済

•
第
2
回
委
員
会
の
開
催
（
2
月
28
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
）（
再
掲
）

〈
文
化
教
養
部
〉

•
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催
（
2
月
2
日
、

　

9
日
、
16
日 

各
㈮
）（
再
掲
）

•
第
4
回
委
員
会
の
開
催
（
2
月
1
日
㈭

　

午
後
1
時
30
分
）（
再
掲
）

〈
体
育
部
〉

•
第
4
回
委
員
会
の
開
催
（
1
月
17
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
）（
再
掲
）

〈
女
性
部
〉

•
第
4
回
委
員
会
の
開
催
（
2
月
21
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
）（
再
掲
）

〈
事
務
局
〉

•
令
和
6
年
度
版
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
日
誌
・

　

会
計
簿
の
配
布

　

2
月
14
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
事
務
所
に

　

て
配
布
予
定

　
（
申
込
ク
ラ
ブ
の
み
、　

現
金
と
引
換
）

◆
市
老
連
理
事
会
（
2
／
14
）
議
案
書
（
案
）

※
地
域
共
生
推
進
課
よ
り
令
和
5
年
度
老

　

人
ク
ラ
ブ
補
助
事
業
等
実
績
報
告
書
の

　

提
出
に
つい
て

　

提
出
期
限
：
令
和
6
年
3
月
29
日
㈮

【
議
案
事
項
】

•
令
和
5
年
度
事
業
報
告
（
案
）・
令
和

　

6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つい
て

•
こ
と
ぶ
き
バ
ス
の
運
行
管
理
事
業
に
つい
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•
月
刊
い
ぶ
き
（
第
2
6
5
号
2
・
3
月

　

合
併
号　

発
送
済
）

•
月
刊
い
ぶ
き
第
2
6
6
号
（
４
月
号
）　

　

原
稿
締
切
：
3
月
6
日
㈬

•
委
員
会
の
開
催

　
（
2
月
28
日
㈬
午
後
1
時
30
分
）（
再
掲
）

〈
文
化
教
養
部
〉

•
委
員
会
の
開
催

　
（
2
月
1
日
㈭
午
後
1
時
30
分
）（
再
掲
）

•
「
う
た
ご
え
喫
茶
」
事
業
の
開
催
に
つ

　

い
て
（
3
月
27
日
㈬
午
後
1
時
30
分 

　

西
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 
別
館
2
階

　

大
集
会
室
）

〈
女
性
部
〉

•
委
員
会
の
開
催

　
（
2
月
21
日
㈬
午
後
1
時
30
分
）（
再
掲
）

〈
事
務
局
〉

•
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
８
月
分
）
の
割
当

•
令
和
6
年
度
市
長
表
彰
等
候
補
者
の
推

　

薦
に
つい
て

　

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て
、
10
年

　

以
上
団
体
役
員
を
務
め
た
方
を
候
補
者

　

と
し
て
当
会
理
事
長
が
推
薦
し
ま
す
。

候
補
者
数
11
校
区　

15
人

各
校
区
の
理
事
は
、
推
薦
書
を
2

月
22
日
㈭
ま
で
に
事
務
局
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
原
稿
が
出
来
次
第
、

F
A
X
で
事
務
局
ま
で
）

　

内
容
確
認
の
上
、
ま
と
め
て
西
宮
市
に

　

提
出
し
ま
す
。

•
令
和
6
年
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
の
ご
案
内

•
お
い
ぼ
れ
バ
ン
ド
演
奏
会
に
つい
て

　

入
場
整
理
券
の
配
布

•
「
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
」
の
チ
ラ
シ
の
配

　

布
に
つい
て

市
老
連
理
事
会
1
月
報
告

2
月
議
案
書（
案
）

西宮市民会館アミティ・ベイコムホール

２０２４年４月１３日㈯
14：00開演（13：00開場）

※満席の場合は入場をお断りすることがあります　※2階席が困難な方はお申し出ください



令和 6 年（2024 年）2・3 月号（3） 第 265 号 西宮いきいきクラブニュース

南
甲
子
園
校
区
　
竹
村
　
香
織

梅
白
し
甃
い
し
だ
た
み

よ
り
下
駄
の
音

菜
の
花
に
双
子
の
足
の
よ
く
動
く

神
原
校
区
　
吉
田
　
照
美

棟
上
げ
の
柱
突
き
抜
け
梅
香
る

掲
示
板
の
画
鋲
が
光
る
春
日
差
し

浜
脇
校
区
　
吉
識
茉
美
子

聞
き
慣
れ
し
人
の
声
あ
り
春
障
子

春
め
く
や
小
さ
き
犬
に
追
い
越
さ
れ

浜
脇
校
区
　
森
本
　
規
子

木
枯
ら
し
や
く
る
り
背
を
向
け
吾
子
抱
く

黒
髪
に
ふ
わ
り
風
花
ふ
れ
て
ゆ
く

北
夙
川
校
区
　
団
野
　
恭
子

ロ
ザ
リ
オ
の
音
に
天
草
冴
え
返
る

天
帝
が
照
ら
し
て
を
り
し
春
の
月

北
夙
川
校
区
　
今
泉
　
春
美

芽
吹
き
に
は
恵
み
の
雨
の
夕
ま
ぐ
れ

白
梅
の
ぽ
つ
と
際
立
つ
夜
さ
り
か
な

用
海
校
区
　
大
味
し
げ
る

そ
の
中
に
梅
の
一
枝
花
手
水

寝
返
り
の
で
き
し
嬰
児
春
と
な
り

甲
東
校
区
　
黒
川
都
美
子

磯
の
香
を
た
っ
ぷ
り
受
け
て
椿
咲
く

あ
る
き
来
て
春
の
水
蹴
る
鴉
か
な

広
田
校
区
　
小
林
　
昌
三

さ
ざ
ん
か
や
咲
き
誇
り
合
う
尼
寺
に

傘
の
花
動
き
早
ま
る
夕
時
雨

山
口
校
区
　
大
畑
は
る
み

ポ
ケ
ッ
ト
の
メ
モ
見
直
す
や
年
用
意

三
世
代
集
う
幸
せ
今
年
酒

南
甲
子
園
校
区
　
福
本
　
美
子

天
空
へ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登
り
た
り

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
ま
つ
さ
ら
の
空
気

病
得
て
娘こ

の
書
く
童
話
本
に
な
る

　

ざ
く
ろ
の
小
さ
な
花
の
咲
く
こ
ろ

安
井
校
区
　
藤
田
耕
太
郎

ヒ
イ
ラ
ギ
の
緑
葉
の
な
か
棘
の
な
か

　

白
い
花
咲
き
今
年
も
暮
れ
る

目
覚
め
れ
ば
いつ
も
今
日
の
日
あ
す
の
日
は

　

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
来
た
こ
と
が
無
い

北
夙
川
校
区
　
河
瀬
喜
和
子

「
愛
は
勝
つ
」
2
0
0
万
枚
大
ヒ
ッ
ト

　

K
A
N
さ
ん
応
援
ソ
ン
グ
あ
り
が
と
う

新
年
を
親
子
孫
達
乾
杯
す

　

今
年
も
健
康
よ
ろ
こ
び
う
れ
し

用
海
校
区
　
髙
光
　
義
博

寧
波
で
は
遣
隋
使
ら
の
跡
た
ど
る

伝
説
や
昔
話
は
皆
実
名

上
甲
子
園
校
区
　
栗
村
　
　
正

大
臣
は
へ
そ
く
り
と
は
い
え
大
臣
級

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
後
蹴
り
か
と
爺
が
問
い

北
六
甲
台
校
区
　
高
瀨
　
照
枝

転
ば
ず
に
ね
む
す
め
必
ず
言
い
残
す

ち
か
ら
抜
き
生
き
る
努
力
に
嬉
し
い
日

高
須
校
区
　
増
田
百
合
子

赤
と
白
葉
牡
丹
植
え
て
春
を
待
つ

朝
市
が
被
害
甚
大
の
能
登
輪
島

高
須
校
区
　
嶋
谷
　
直
美

パ
ー
テ
ィ
ー
券
裏
金
工
作
で
四
面
楚
歌

辰
年
の
新
春
襲
う
大
地
震

高
須
校
区
　
橋
本
　
　
力

街
路
樹
の
山
茶
花
の
咲
く
艶
や
か
に

国
民
の
税
金
で
賄
う
パ
ー
テ
ィ
ー
券

高
須
校
区
　
本
郷
　
陽
吉

新
年
早
々
能
登
の
震
災
国
情
集
中

国
会
は
御
手
盛
り
予
算
で
議
員
ル
ン
ル
ン

高
須
校
区
　
橋
本
　
清
四

い
つ
も
の
こ
と
飲
め
ば
必
ず
午
前
様

ど
う
し
た
の
赤
点
滅
を
何
故
急
ぐ

◇
川
　
柳

◇
俳
　
句

◇
短
　
歌

会
員
文
芸



西宮いきいきクラブニュース 第 265 号（4） 令和 6 年（2024 年）2・3 月号

【日時】  5 月 19 日㈰　午後 2 時～
【場所】  神戸ポートピアホテル
　　　  （神戸・ポートアイランド）

【主催】  神戸新聞社
【対象】�  昭和50（1975）年に婚姻届を提出または

挙式された阪神間在住のご夫婦
【費用】  無料
【内容】  神事、表彰状・記念品授与など
【申込】  各クラブ配布の申込用紙にご記入のう

え、 神戸新聞阪神総局へ持参、あるい
は本社への郵送等で

　　　  （詳細は申込用紙に記載）
【締切】　2 月 29 ㈭必着

◎お問い合わせは神戸新聞社事業局「金婚」係
☎０７８ー３６２ー７０８６
（平日 10：00〜17：00）

令和６年 金婚夫婦祝福式典のご案内

　

我
が
老
人
ク
ラ
ブ
は
清
流

夙
川
の
下
流
域
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
両
岸
は
、
山
際
か

ら
海
ま
で
松
と
桜
の
美
し
い

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
道
２
号
以

南
の
道
路
は
車
を
通
行
止
め

と
し
、
歩
行
者
専
用
「
オ
ア

シ
ス
道
路
」
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
日
本
最
初
の「
ホ

コ
天
」
で
す
。
一
昨
年
に
は

50
周
年
記
念
行
事
も
あ
り
ま

し
た
。
生
活
道
路
で
あ
り
、

バ
ス
も
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ

を
人
間
中
心
と
し
た
先
人
の

英
断
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
川
東
町
側
に
小
さ

な
花
壇
が
あ
り
ま
す
。
川
東

町
内
の
会
員
７
人
で
お
世
話

を
し
て
い
ま
す
。
花
苗
の
植

え
替
え
、
手
入
れ
と
周
囲
の

清
掃
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
四あ
ず
ま
や阿
」
を
市
に
設
置
し
て

も
ら
い
良
い
休
息
所
に
な
り

ま
し
た
。「
花
と
も
だ
ち
」

と
楽
し
い
時
間
が
持
て
て
い

ま
す
。

　

市
か
ら
の
花
苗
配
布
が
今

年
は
２
回
に
な
り
ま
し
た

が
、
年
中
花
の
絶
え
な
い
花

壇
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

行
先
は
淡
路
島
西
海
岸
。

古
結
理
事
長
の
楽
し
い
ご
挨

拶
で
出
発
で
す
。
最
初
の
立

ち
寄
り
先
は
、
明
石
海
峡
大

橋
の
真
下
に
あ
る
『
道
の
駅

あ
わ
じ
』
で
す
。
次
は
、
淡

路
島
の
新
し
い
商
業
施
設

『
ク
ラ
フ
ト
サ
ー
カ
ス
』。
西

海
岸
に
面
し
た
施
設
で
、
夕

日
が
と
て
も
綺
麗
に
見
え
る

所
で
す
。
残
念
な
が
ら
ま
だ

朝
な
の
で
、
こ
こ
で
し
か
買

え
な
い
も
の
を
皆
さ
ん
ゲ
ッ

ト
で
す
。
今
回
の
一
番
の
楽

し
み
昼
食
場
所
は
『
海ア

マ

ン
神
人

の
食
卓
』
で
す
。
豪
華
な
美

味
し
い
料
理
に
大
満
足
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
『
千
年
一
酒
造
』

さ
ん
で
は
、
蔵
元
さ
ん
の
案

内
で
酒
蔵
を
見
学
、
試
飲
を

楽
し
み
皆
さ
ん
思
い
思
い
の

お
酒
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。こ
の
酒
蔵
の
あ
る
所
は
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
近
本
選

手
の
出
身
地
で
フ
ァ
ン
は
大

喜
び
で
し
た
。
帰
り
の
バ
ス

は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
、
西
宮
ま
で
賑
や
か
な

楽
し
い
一
日
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
方
達
と
情
報
交
換
の

場
で
も
あ
り
、
意
義
の
あ
る

研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
文
教
部　

常
念
）

新
年
早
々
の
能
登
半
島
地
震

に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
思
い

起
こ
し
ま
し
た
。

29
年
経
っ
た
今
も
あ
り
あ
り

と
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。

最
低
限
の
備
え
を
忘
れ
ず

に
、
防
災
意
識
を
持
ち
ま
し

ょ
う
。

花
と
も
だ
ち

香
櫨
園
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

川
東
町
西
　
濱
砂
　
泰
博

５
部
会
合
同

研
修
バ
ス
ツ
ア
ー

ゾウのモニュメント
（「クラフトサーカス」入口前）


